
▲大勢の参加者で埋め尽くされたメーデー会場

　連合愛知は４月２５日、矢場公園において「実現しよう

　労働を中心とする福祉型社会」をスローガンに掲げ、

「第８０回愛知県中央メーデー」を開催した。降りしきる

雨の中、神野会長をはじめ連合愛知三役、愛知県労働局

長などの来賓や各級議員、さらには構成組織・単組組合

員など、およそ２,３００名が結集した。

　式典の冒頭、あいさつに立った神野会長は、メーデー

の起源を紹介したあと、現在の日本を取り巻く経済状

況にふれ、「今後は、わたしたち労働者の視点に立った

経済の転換が必要である。一人ひとり

の力は小さいかもしれないが、団結する

ことによって、大きな力を発揮することができる。今こそ、

日本のこれからの経済の在り方を国民と共有し、『STOP！ 

THE格差社会』を合言葉にがんばっていこう」と、力強

く訴えた。その後、来賓の紹介・あいさつが行われた。

　続いて行った集会では、正規・非正規・女性といった

立場の異なる３人が、直面している課題や日々感じてい

ることについて発言し、最後に、綱木副会長が「第８０回

愛知県中央メーデー宣言（案）」を力強く読みあげ、参

加者の総意で採択された。

集会の場で発言する各代表者▲

●あいさつに立つ神野会長
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※事前の予約が必要です（１回の面接時間は１時間以内）。２回目までの相談は
　無料で、３回目以降は１回当たり１,０００円を相談者に負担して頂きます。
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　我々は、本日ここに第80

回愛知県中央メーデーを

開催した。�

�

　 メーデーは、1886年、アメリカで長時間

労働を強いられてきた労働者たちが、「1日の労

働を8時間に！」と団結し、立ち上がったことが起

源である。その後、働く者が求めた「働く者のた

めの権利獲得」の行動が広く認められ、全世界

的に波及していった。�

�

　連合は、ここ数年の景気回復局面において

「STOP ! THE 格差社会」のスローガンを掲げ、

行き過ぎた格差を是正し、働くことを通じて誰も

が安心して暮らすことができる社会の実現に取

り組んできた。�

　そして今、米国のサブプライムローン問題を発

端とした世界的な経済危機により、働く者を取り

巻く環境は一層厳しさを増している。�

�

　昨年末から雇用情勢は悪化の一途を辿り、非

正規労働者を中心に、職を失った人々は新たな

仕事に就くことはおろか、住む場所を失うなど困

窮を極めている。また、職につく人 も々残業手当

の減少や生産調整による休業日の設定などにより、

収入は大幅に減少し、家計は危機に瀕している。

加えて、女性をはじめ、外国人や障がい者など立

場の弱い労働者の雇用と働き方は更に痛みを

増している。�

　その結果、これまで増え続けてきた非正規労

働者や年収200万円に満たない低所得者層の

中には生活の崩壊が生じるなど、日本は安心し

て暮らすことが大変難しい社会になっている。�

�

　今こそ働く者の力で日本の社会を立て直さな

ければならない。�

　競争のみの社会では人は生きていけない。優

しさをもって互いに思いやることが大切という意

識を醸成し、「効率」と「競争」優先の日本を、「公

正」と「連帯」を重んじる社会に変えるために、

労働者をはじめ、社会全体として、これまでの価

値観を転換する必要がある。�

　そして、安定した雇用システムと安心できる社

会保障の仕組みを再構築し、内需主導による経

済の再生を成し遂げ、次の世代にわたって誰も

が希望の持てる社会を実現していく。�

�

　こうした考えのもと、私たち労働組合が先頭に

たって、健全な社会正義の担い手として、働く仲

間・構成組織と一丸となり、すべての働く者の生

活と労働の尊厳を守るため、「労働を中心とする

福祉型社会」の実現に向けた取り組みを強力に

推し進めていく！�

�

　以上、ここに宣言する。�
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書き損じはがきなどを贈呈する度会事務局長▲

　連合愛知は、２００９活動方針及び「ACTION　PLAN

　AICHI－Ⅱ」に基づき、「男女平等参画社会の実現を

目指しながら、労働運動を取り巻く重要な課題の克服に

挑戦し、乗り越えることができる女性リーダー」の養成

に向け、今年度より、本講座を実施することとしている。

（今年度メンバーは１６名）

　４月７日、ワークライフプラザれあろにおいて実施した

開講式には、養成講座メンバーをはじめ、神野会長をは

じめ連合愛知三役、構成組織代表者、男女平等参画推進

委員、女性委員など合計４０名が出席した。

　男女平等参画推進委員長である狗飼副会長は、冒頭

のあいさつで、「将来を担うべく人材を講座メンバーと

して選出いただいたことに対して感謝申し上げる」

と各組織への感謝を述べた後、「これまでに得た情

報や経験を互いに共有し、知識を実践へと生かし

てほしい」と語った。

　その後の基調講演の中で、神野会長は、「女性が

活躍するチャンスをつくり、進出を促す場とするため、

年間を通じた講座とした。後輩のためにも、『社会

を変えていく』という意気込みをもって、互いに切

磋琢磨し、十分な成果をおさめてほしい」と述べた。

　なお、同日の午後に行われた第１回目の講座では、

連合総研の草野忠義理事長による「日本の労働運

動の歴史と必要性」と題した講義、お茶の水女子大

大学院の永瀬伸子教授による「労働組合の果たす

役割と女性の参画」と題した講義があり、参加者は熱心

に話に聞き入っていた。

▲あいさつに立つ狗飼副会長

神野会長による基調講演▲

　連合愛知は、世界の読み書きができない人が学ぶた

めの教育環境づくりを支援する目的で、「書き損じはが

きキャンペーン」に取り組んでいる。この書き損じはが

きを有効活用する“世界寺子屋運動”は、国連が１９９０

年を「世界識字年」と制定したことをきっかけに（社）

日本ユネスコ協会連盟が始めた運動で、「すべての人々

に教育を」をスローガンにしている。

　連合愛知は４月２１日、各構成組織の積極的な活動に

よって集約された約２４,５００枚（約１１０万円相当）の書

き損じはがきと切手・テレホンカードなどを「世界寺子

屋運動名古屋実行委員会」に寄贈した。今回寄贈した

はがき・切手・テレホンカードなどは、「世界寺子屋運動

名古屋実行委員会」によって換金・資金化されたあと、

開発途上国のＮＰＯ団体を通して有効活用される。こ

れまでに集約されたお金は、世界１０カ国の２０団体で教

育施設の建設・教員の育成など、教育環境整備のため

の支援金として役立てられている。



あいさつに立つ中小共闘センター篠崎委員長▲

▲闘争状況報告を行う各構成組織代表者

　連合愛知は４月８日、ワークライ

フプラザれあろにおいて、２００９中

小労組情勢報告交流会を開催した。

この交流会には、中小共闘センタ

ー篠崎委員長をはじめ、構成組織

からの代表者など、７４名の参加が

あった。

　篠崎委員長のあいさつに続いて

行われた連合本部の高橋中小労

働対策局長による中央の状況報告

では、今回の妥結集計の特徴点と

して、ベアの獲得ができていない

こと、例年より妥結時期が１週間程

度遅いことなどについての説明が

あった。

　その後、５構成組織の各代表者から、賃上げ妥結状況

や今回の春季生活闘争の特徴点、構成組織の中小労組

への支援の取り組みなど、闘争状況報告があり、最後に、

三村副委員長が、未解決組合の早期妥結に向けて構成

組織の一層の支援を呼びかけるとともに、最後まで全

力で取り組む決意を述べた。

●自動車総連代表 ●ＪＡＭ代表 ●ＵＩゼンセン同盟代表 ●セラミックス連合代表 ●フード連合代表



【確認事項】
１．当面の日程について

２．連合愛知各種委員会の委員交代について

　　構成組織の事情により、下記のとおり委員を交代する。

　委員会関係

　 　委　員　会　名　構成組織名　　  新　　　　　旧

　　 政 策 委 員 会　愛教組　加賀　幸一　齋藤　嘉隆

　　　　　  〃 　　　　　〃　　 大杉　周三　田島　幹久

　　　　　  〃 　　　　自治労　上野　　勉　青木　　清

　 　中小・雇用労働委員会　自治労　伊藤　邦彦　長谷部範幸

　 　メーデー企画委員会　愛教組　加藤　　篤　磯部　昌宏

　　 総 務 委 員 会　愛教組　佐藤　英樹　大山　貴弘

　　　　　  〃 　　　　自治労　植山　　論　伊藤　昌弘

　 　男女平等参画推進委員会　愛教組　安藤　里美　前田　孝子

　　　　　  〃 　　　　自治労　森田　里美　伊藤みゆき

　　 女 性 委 員 会　愛教組　安藤　里美　前田　孝子

　　　　　  〃 　　　　自治労　森田　里美　向井　敦子

　　 青 年 委 員 会　愛教組　鬼頭　　聡　鈴木　崇之

　　　　　  〃 　　　　自治労　片岡　靖貴　中川　真徳

　　　　　  〃 　　　　都市交　片桐　隆司　日比　崇史

　幹事会関係

　 　幹　事　会　名　構成組織名　　  新　　　　　旧

　　 政治センター幹事会　愛教組　藤好三知雄　加賀　幸一

　　　　　  〃 　　　　自治労　伊藤　昌弘　植山　　論

３．退任役員への功労記念品の贈呈について

４．常任執行委員会の代理者の交代について

　　構成組織の事情により、以下のとおり代理者の交代を行う。

　　　構　成　組　織　　　　　新　　　　　　旧

　　　愛　　教　　組　　　藤好三知雄　　加賀　幸一

　　　　　　 〃　　　　　　寺本　豊子　　渡辺　律子

５．連合愛知２００９年度会計中間決算報告並びに会計監査報告

６．連合愛知「２０１０年新春交礼会」の日程について

　　日　　時：２０１０年１月６日（水）１２：００～１３：３０

　　場　　所：日本ガイシフォーラムレセプションホール

７．愛知労福協第４１回通常総会の代議員要請について

８．構成組織の組織拡大について

９．第１１回「日本高齢・退職者団体連合東海ブロック」連絡会

　議への参加について

１０．「連合愛知　労災防止キャンペーン活動２００９」の展開に

　ついて

１１．「連合愛知２００９安全衛生担当者研修会」の開催について

　　日　　時：２００９年６月１２日（金）１０：００～１７：００

　　場　　所：ワークライフプラザれあろ　６階大会議室

１２．２００９年度執行委員非選出構成組織懇談会の開催について

　　日　　時：２００９年６月３０（火）１４：００～１７：００

　　場　　所：ワークライフプラザれあろ　６階大会議室　

１３．青年委員会「第２回学習会」の開催について

　　日　　時：２００９年５月２２日（金）１３：００～２３日（土）１２：３０

　　場　　所：安城市内

１４．「２００９ふれあいフェスティバル」の開催について

　　日　　時：２００９年７月２４日（金）１９：００～２１：１５

　　場　　所：ホテルグランコート名古屋

１５．連合愛知「２００９官公部門学習会」の開催について

　　日　　時：２００９年６月１０日（水）１５：３０～１７：００

　　場　　所：ワークライフプラザれあろ　６階大会議室

１６．政策・制度の実現に向けた街頭宣伝行動の取り組みにつ

　いて

１７．第１０回「地域政策推進フォーラム」の開催について

　　日　　時：２００９年６月３日（水）１３：３０～４日（木）１１：３０

　　場　　所：全トヨタ労連研修センター「つどいの丘」

１８．第８０回愛知県中央メーデースローガン・集会宣言（案）

　について

【議　　事】
１．非専従役員の交代について

　　構成組織の事情により、

　以下のとおり交代を行う。

　副会長の交代　　

　　　構　成　組　織　　　　　新　　　　　　旧

　　　愛　　教　　組　　　加賀　幸一　　齋藤　嘉隆

　　　　　　 〃　　　　　　安藤　里美　　前田　孝子

　執行委員の交代

　　　構　成　組　織　　　　　新　　　　　　旧

　　　愛　　教　　組　　　藤好三知雄　　加賀　幸一

　　　　　　 〃　　　　　　寺本　豊子　　渡辺　律子

　　　自　　治　　労　　　水野　ゆり　　上野　　勉

　　　都　　市　　交　　　奥野　則男　　高田　正男

２．各種審議会・委員会等への派遣について

３．諸規則の一部改定（案）について

４．東海市議会議員補欠選挙の候補者推薦について

　　投・開票日：２００９年４月２６日（日）

　　推薦候補者：笹本　洋（ささもと　ひろし）

　　　　　　　〔無所属・基幹労連・新人〕

５．西尾市議会議員選挙の候補者推薦について

　　投・開票日：２００９年５月３日（日）

　　推薦候補者：工藤　光雄（くどう　みつお）

　　　　　　　〔無所属・自動車総連・現２〕

　　　　　　　田中　　弘（たなか　ひろし）

　　　　　　　〔無所属・現２〕

６．第４５回衆議院議員総選挙の候補者推薦取り消しについて

　　推薦候補者：河村たかし氏（愛知県第１区）

　　理　　由：民主党愛知県連からの取り下げ申請による。

７．名古屋市長選挙への連合愛知の対応について

▲安藤副会長▲加賀副会長



００９年３

月３０日

（月）に岡崎市

との予算説明

懇談会、２００９

年３月３１日（火）

には幸田町と

の予算説明懇

談会を、三河中

地協の三役と幹事及び政策推進議員の参加のもと開催

しました。昨年１０月に提出した「政策要望書」及び今年

１月に世界同時金融危機下の経済・雇用情勢に対する連

合の緊急対応として提出した「政策運営および予算編

成等に関する要請書」に対して、２００９年度の施策と予

算への反映

状況につい

て岡崎市及

び幸田町よ

り回答をい

ただき、その

内容について、

活発な意見

交換を行い

ました。

柴田岡崎市長から回答書を受理する直塚代表

近藤幸田町長から回答書を受理する直塚代表

合愛知の要請に基づき、三河中地協両地区連の

役員と政策推進議員の協力のもと、４月２日（木）、

３日（金）に名鉄東岡崎駅及び西尾駅頭において、連合

の働く意欲のある仲間のための「雇用と就労・自立支援

のためのカンパ」を地域の皆様に呼びかけました。今

回のカンパ活

動の主旨を理

解してくださ

った地域の方

から、善意の

カンパ金をい

ただくことが

できました。

　三河中地協は、岡崎市、西尾市、額田郡、幡豆郡に

所在する８６労働組合、３９,５３２人の組合員で構成さ

れています。事務所は、岡崎市勤労文化センターの

１Ｆにあります。

　多くの勤労者や未組織の仲間に信頼を得るには、

地域に密着した運動が必要です。そこで、労福協等

の地域各種団体との連携を密にし、地域に根ざした

顔が見える地協活動の充実・強化をめざして、２００７

年１１月より

「安心ネット

ワーク三河

中地域セン

ター」を開

設しています。

さらなる地協活動の充実に向け、皆様からのご指導・

ご支援をよろしくお願いいたします。

街頭活動風景（名鉄東岡崎駅頭）

地域の皆様がカンパに協力

三河中地協のスタッフ
左から山本職員、梅田事務局長


